
ソ
ウ

い
ひ
、
総
待
寺
の
焼
の
文
献
に
於
け
る
初
見
は
、
元
一
前

m利
党
ハ
利
治
〉
も
そ
の
附
則
と
し
て
入
居
二
十
日

弘
三
年
九
周
附
寺
領
安
婿
の
同
宣
を
求
め
た
放
に
あ
一
諸
紙
山
総
持
寺
法
度
を
作
。
、
正
保
二
年
後
光
明

る
。
能
菅
名
跡
志
に
、
『
諸
級
山
総
持
寺
は
鳳
京
都
櫛
一
天
阜
の
給
宵
に
よ
っ
て
金
そ
の
地
位
を
確
保
せ
ら
れ

地
の
庄
に
あ
り
て
、
曹
洞
祇
日
峨
一
宗
の
大
惣
録
に
一
た
。

し
て
寺
領
四
百
石
、
地
方
一
里
四
方
拝
領
に
て
都
合
一
ハ
四
〉
五
院
輪
住

l
践
山
紹
碩
の
時
、
正
平
九
年
総
持

七
百
.zu
と
あ
り
。
境
内
に
鬼
屋
村
・
日
野
路
村
な
ど
一
寺
住
持
取
位
の
事
に
閲
し
て
勅
宣
を
下
し
、
長
闘
の

と
て
あ
り
。
寺
代
官
雨
入
、
日
野
氏
三
十
石
、
江
尻
一
長
久
を
祈
る
べ
き
を
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
蛾
山
は
そ
の

氏
廿
五
石
寺
領
の
内
回
分
也
。
貨
物
は
品
々
あ
り
。
一
一
示
寂
の
前
年
ハ
正
平
十
九
、
貞
治
三
)
五
院
輪
番
に
よ

後
醍
醐
天
島
勅
願
所
に
し
て
、
世
々
の
給
旨
院
宣
敏
一
っ
て
本
寺
に
住
持
す
べ
き
こ
と
を
定
め
た
。
五
院
と

泡
あ
り
。
云
々
。
本
山
開
基
築
山
和
筒
、
二
枇
蛾
山
一
は
正
平
六
年
ハ
籾
臨
一
一
山
総
持
寺
の
境
内
に
創
建
せ
ら

和

向

也

。

』

と

記

す

る

。

一

れ

た

大

源

宗

提

の

暫

磁

院

、

週

幻

寂

顕

の

妙

高

庵

、

〈
二
〉
伽
箆

l
総
持
寺
の
寺
基
硲
立
す
る
に
及
び
・
、
伽
一
無
端
組
溺
の
澗
川
路
、
質
隙
良
秀
の
如
意
庵
、
大
徹
宗

監
の
崎
免
を
枇
麗
に
し
、
規
模
を
鹿
大
な
ら
し
め
、
一
令
の
俸
法
熔
で
、
こ
れ
ら
の
列
組
は
天
授
四
年
ハ
永

越
前
の
永
平
寺
に
封
し
て
、
能
奥
の
大
本
山
た
る
ぺ
一
和
四
u

に
主
り
辿
附
帯
し
て
法
智
門
徒
心
を
同
じ
く
し

き
側
面
と
威
搬
と
を
続
持
す
る
の
必
要
が
あ
っ
た
。
一
て
本
寺
を
守
秘
す
べ
き
こ
と
を
誓
う
た
。
之
よ
り
末

さ
れ
ば
最
初
の
工
車
が
多
年
に
亙
っ
た
こ
と
勿
論
で
一
渡
米
院
か
ら
輪
昇
し
て
五
院
を
置
し
、
五
院
は
交
代

あ
る
が
、
凡
そ
元
中
の
初
終
ハ
京
徳
か
ら
明
徳
〉
に
於
一
し
て
大
本
山
の
主
に
諮
っ
た
。
五
院
の
住
持
は
之
を

い
て
、
法
蛍
以
下
附
随
の
諸
堂
宇
が
興
遺
せ
ら
れ
た
一
一
割
方
丈
と
い
ひ
、
門
業
を
支
配
す
る
も
の
で
、
古
〈

と
見
る
べ
き
こ
と
、
之
を
同
寺
の
文
部
に
徴
し
て
明
一
は
三
年
を
任
期
と
し
、
後
に
は
一
年
を
任
期
と
し

ら
か
で
あ
る
。
近
枇
に
歪
り
一
た
び
荒
厳
に
脇
し
た
一
た
。
明
治
元
年
六
周
太
政
官
は
、
総
持
寺
が
も
と
永

の
を
、
天
正
十
五
年
二
局
十
四
日
前
間
利
家
は
金
持
一
平
寺
か
ら
分
祇
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
総
持
寺
に

質
問
寺
の
大
遜
珪
徐
に
命
じ
て
再
建
せ
し
め
、
是
よ
一
於
け
る
況
院
愉
犠
の
制
を
胤
脱
し
て
濁
住
と
し
、
総
持

。
規
模
漏
〈
一
整
う
た
が
、
明
治
三
十
一
年
四

n十
三
一
寺
の
濁
住
か
ら
永
平
寺
に
昇
進
す
る
法
を
定
め
た
。

日
火
災
に
縫
っ
た
の
で
、
四
十
三
年
本
寺
を
紳
奈
川
一
然
る
に
総
待
寺
は
之
に
服
せ
ず
、
古
来
の
沿
革
を
越

腕
鶴
見
に
移
す
の
許
可
を
得
、
抑
制
地
を
別
院
と
し
て
一
ぺ
て
磁
の
如
く
本
山
た
ら
し
め
ん
こ
と
を
前
ひ
、
議

今
の
伽
藍
が
復
興
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
に
太
政
官
の
容
る
L
腕
と
な
っ
て
、
二
年
十
二
周
総

会
一
〉
出
悦
道
場

l
総
持
寺
と
越
前
の
永
平
寺
と
は
、
一
持
寺
は
永
平
寺
と
共
に
繭
本
山
と
な
っ
た
が
、
し
か

共
に
脅
宿
の
併
に
封
し
て
出
世
斡
次
せ
し
め
る
こ
と
一
も
向
調
住
の
制
は
政
府
の
指
示
す
る
腕
に
従
は
ざ
る

を
朝
廷
に
奨
秘
す
る
償
問
を
有
し
て
ゐ
た
が
、
之
に
一
を
得
な
か
っ
た
。
次
い
で
四
年
五
周
太
政
官
は
総
持

関
し
て
爾
寺
は
底
噴
訟
を
脱
.
し
た
の
で
あ
っ
た
。
徳
一
寺
の
倫
住
制
を
復
せ
し
む
る
の
窓
が
あ
っ
た
が
、
此

川
家
康
乃
ち
雨
寺
を
共
に
出
悦
道
場
と
し
、
話
住
に
一
の
度
は
総
持
寺
か
ら
時
世
の
鑓
遜
を
論
じ
て
之
を
抱

腸
禦
の
特
典
を
奥
へ
る
こ
と
を
規
定
し
、
総
持
寺
に
一
み
、
迭
に
濁
住
制
が
確
立
し
た
。

は
元
和
元
年
七
用
飽
持
寺
諸
法
度
を
下
し
た
の
で
、
一
ハ
五
〉
山
門

l
総
持
寺
の
山
門
は
慶
長
、
十
五
年
芳
春

院
夫
人
が
、
明
年
前
回
利
家
の
十
三
回
忌
に
常
る
を

以
て
語
ら
し
め
た
腕
で
あ
っ
た
。
そ
の
棟
私
に
は
、

『
常
山
門
。
仰
撲
。
醐
叩
一
献
糊
一
騎
桜
町
一
糊
納
一
斑
…
…
μ
以
=
観

音
惑
限
刊
穣
嗣
増
延
。
子
孫
紫
祭
。
成
昌
就
仰
法
併
之

功
徳
吋
依
-
-
羅
漢
聖
路
べ
除
v

災
奥
v

築
。
百
事
苦
静
。

修
=
韻
過
現
笛
菩
提
刊
皆
川
腿
長
十
五
庚
成
年
暮
春
如

意
吉
辰
。
』
と
記
し
、
叉
『
奉
行
越
前
住
三
輪
藤
兵
衛

尉
藤
原
朝
臣
官
宗
。
同
越
前
住
大
井
久
兵
衛
尉
源
靭

臣
直
務
。
下
奉
行
田
中
仁
兵
衛
尉
軍
政
。
五
十
嵐
角

兵
衛
尉
吉
述
。
棟
梁
藤
原
朝
臣
森
五
郎
左
衛
門
尉
消

定
。
脇
棟
梁
藤
原
朝
臣
櫛
路
源
兵
衛
尉
軍
次
。
藤
原

朝
臣
名
村
茜
左
衛
門
正
醸
。
此
下
番
匠
登
高
密
千
七

百
六
十
人
。
』
と
替
か
れ
て
跨
た
と
停
へ
る
が
、
今
は

存
せ
ぬ
。

ハ
ム
ハ
〉
塔
照

l
惣
持
寺
五
院
に
臆
す
る
塔
頭
は
凡
べ
て

廿
ご
ヶ
寺
で
、
次
の
遁
b
で
あ
っ
た
。
芳
春
院
・
提
議

院
以
外
は
五
院
以
下
九
ぺ
て
今
存
せ
ぬ
。

普
醸
院
塔
頭

興

調

寺

長

泉

寺

正

提

寺

正

繭

寺

妙
高
庵
塔
頭

昌

捺

寺

箆

随

寺

太

議

院

芳

容

院

玉

泉

寺

霊

谷

寺

岡

迦

院

洞
川
庵
塔
頭

随

徳

寺

.../ 11十明
年限
陶よプす
り年
中 m
紹禄
J 和
両倫
治
ー開
一基
年。

吾寛
1a永

長
旅
三
年
心
忠
和
術
開
基

臨
仁
元
年
商
岩
和
向
開
基

慶
長
四
年
象
山
和
筒
開
基

麗
長
五
年
象
山
和
倫
開
基

殴
長
十
五
年
大
遜
和
術
開
基

寛
永
四
年
鑓
山
和
向
開
基

正
保
三
年
融
越
和
術
開
基

.ー

. 

覧
正
三
年
泡
略
和
向
開
基

明
臨
=
一
年
霊
山
和
向
開
基

慶
長
二
年
別
峰
和
向
開
基

麗
長
十
一
年
靭
岸
和
術
開
基

四
七
九

東

源

寺

昌

泉

寺

秀

翁

院

停
法
庵
塔
頭

千

寧

寺

肌
判
長
院

永

嗣

寺

松
山
布
寺

知
窓
降
格
闘

永
議
院
貞
利
元
年
蛾
山
和
向
開
基

瑞
雲
寺
長
勝
五
年
成
翁
和
術
開
基

背

.

鴎

軒

天

E
十
二
年
大
室
和
向
開
基

ハ七
U
銀
守

l
総
持
寺
の
境
内
に
は
、
前
明
宮
・
白
山

宮
・
十
二
枇
秘
現
が
あ
る
が
、
組
び
に
そ
の
創
建
に

就
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。

ソ
ウ
ジ
ジ
エ
ン
ギ
鵠
持
寺
縁
起
一

mmo
諸
紙

山
総
持
寺
縁
起
と
も
い
ふ
。
鳳
至
榔
総
持
寺
の
縁
起

で
、
漢
文
を
以
て
番
か
れ
て
ゐ
る
。

ソ
ウ
ジ
ジ
ジ
ツ
キ
ヨ
ウ
飽
持
寺
+
境
総
持
寺

内
の
十
境
を
蚊
へ
た
も
の
で
、
三
校
搬
径
ハ
門
前
に

在
る
)
、
碧
捌
流
水
ハ
総
門
の
前
に
在
る
〉
、
玉
梼
風
飽

ハ
大
門
の
前
に
在
る
〉
、
勉
山
松
風
ハ
寺
の
右
に
在
る
)

1

鶴
崎
夕
陽
ハ
寺
の
左
に
在
る
〉
、
白
岩
前
苔
ハ
鎮
守
祉

障
に
在
る
〉
、
官
拙
明
用
〈
方
丈
の
前
に
在
る
)
、
鰹

鷲
蹄
花
〈
首
山
の
内
に
在
る
)
、
金
鳳
商
問
〈
閉
山
塔

に
在
る
〉
、
南
山
春
色
ハ
方
丈
の
南
に
在
る
〉
を
い
う

た
O

叉
高
織
機
煽
・
慈
雲
夏
雨
・
培
地
秋
用
・
縞
峰
夜

零
・
首
山
朝
嵐
・
鬼
穣
穏
流
・
南
嶺
残
照
・
翁
阜
謹
帆
・

三
松
館
熔
・
定
巌
春
苔
と
す
る
こ
と
も
あ
る
。

ソ
ウ
ジ
ノ
号
ノ
掃
除
之
者

4
ト

ウ

ナ

イ

醗

内。

町

一

J
I
l
t什

YA

長
旅
二
年
惟
忠
和
術
開
基

臨
永
六
'
年
大
徹
和
術
開
基

文
明
十
二
年
可
屋
和
術
開
基

天
正
五
年
雄
副
長
老
間
接
一

文
様
元
田
年
制
H

山
利
術
開
基

慶
長
二
年
湛
翁
利
向
開
基

寛
永
九
年
元
岡
首
座
開
基
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